



地球研平成 21 年度フルリサーチ (FR) 研究「社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス」




今年度は調査をスタートしてから 2 年目の雨季を終え、3 年目の雨季の収穫期に入るところ
である。東部州ペタウケ郡での、異なる休閑システムが作物収量と土壌に与える影響を調べ
る実験は継続中である。南部州シナゾングェ郡では、2007/2008 年の農作期に平年の 2 倍を超
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